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現代社会，その他の社会科関連科目

中央公論編集部編『論争・中流崩壊』（中央公論新社）

項　　　　目

今日的な課題 　同　上

まとめ

　シラバスの説明と，社会科学Ⅱの勉強の仕方
について解説する。

内　　　　　　容
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学年 単位・時間

5MEC １・100分

必修・選択 授業形態 単位種別

必修 講義・前期 学修単位

副担当教員

参　考　書

教　科　書

関連科目

授業評価・理解度

教　員　名

科　　　　　　目　　　　　　名

社会科学Ⅱ： Social Science Ⅱ

山下祐志：YAMASHITA Yuji

科目コード

3167
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今日的な課題

　分業社会の中で，人は自らの役割をはたすこと
で，パーソナリティを形成していることを理解す
る。

　同　上

　時事問題について，受講生と意見交換を行う。

全体の学修事項のまとめを行う。また，授業評価
アンケートを行う。

　同　上

　同　上

　社会は競争と協調によって成り立っていること
を紹介し，そのことから生じる人間模様について
考える。
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(a)

　本講義は，倫理的・道徳的に美化された理論ではなく，現実に存在する人間
関係ないし社会関係の諸相を「検証する」ことを企図しており，これらの検証作
業をとおして，受講生一人ひとりの自らの生き方を鋭く問いかける。

到　達　目　標

　自らの生き方を問いかける過程で，(1)幸福や
福祉，豊かさ等の概念が多岐にわたること，(2)
他人や他国の立場からも物事を考慮できること。

評　価　方　法

　評価方法は，①期末試験，②数
回のレポートの成績を総合評価す
る。評価配分は，①60％，②40％
とする。

学習・教育目標
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JABEE基準１（１）(F)③④

　同　上

　同　上

　同　上

組織の中の人
間

　同　上

組織の中の人
間

備　　考 自分の考えをまとめ，表現する訓練が必要である。

前　　　　　　　　　　期

　教科書を輪読しながら，ポイントを解説する。受
講生は論点をまとめて，レポートを提出する。

最終回に授業評価アンケートを行う。

別途に授業の中で紹介する。
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　シラバスの説明と，社会科学Ⅱの勉強の仕方
について解説する。
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